Acceptance and transformation of Chinese classical literature in the Japanese movie : with a focus on Madame White Snake and The White Snake Enchantress by 劉  韻超
日本映画における中国古典の受容と変容 : 映画『
白夫人の妖恋』と『白蛇伝』を中心に














































































































































































































































































































































































































































































１５　林房雄 １9４８年 『白夫人の妖術』 新潮社。『白夫人の妖術』については、勝山稔　２００9年１２月「近代日本に
於ける中国白話小説集「三言」所収篇の受容について──神谷衡平と林房雄の訳業を中心として──」『国
際文化研究科論集』第１７号　東北大学大学院国際文化研究科参照。
１６　邱淑婷　２００７年『香港・日本映画交流史　アジア映画ネットワークのルーツを探る』東京大学出版会　p.１８５
１７　たとえば『蛇妖島』（維蓮洛監督　１9５５年）、『蛇魔復仇記』（ジェラルド・デ・レオン監督　１9５６年　香港・フィ
リピン合作）など。
１８　奥野信太郎、豊田四郎、武井武雄　１9５６年７月「『白夫人の妖恋』を見る（座談会）」『キネマ旬報 （１４9）』
p.１０２
１9　映画やテレビでの映像合成に用いられる技術。青または緑の布を背景として使い、被写体を背景から分離
する。また別に用意されたものを背景にはめ込む。
２０　当時、東宝は国際映画祭への参加、国際合作映画の企画、世界各地での東宝映画祭の催しなどで積極的に
国際的な天界を試みていた。その国際的戦略のなかで、香港はきわめて重要な地位を占めていた。
140
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２１　ショウ・ブラザーズと大映の合作映画『楊貴妃』について後日、論文「日本映画における中国古典の変容
と中国語圏映画への逆影響──溝口健二『楊貴妃』の場合──」を『比較文化研究 No.１１５』に発表する予
定がある。
２２　『白蛇伝』（カラー映画）：監督・脚本：藪下泰司、製作：大川博、音楽：木下忠司、撮影：塚原考吉、石
川光明、編集：宮本信太郎、配給：東映、公開：１9５８年１０月２２日、上映時間：７9分、製作国：日本、言語：
日本語、出演者：森繁久彌、宮城まり子など
２３　浅野俊和　２００４年「〈長編漫画映画〉の誕生と終焉 : 『東映まんがまつり』の社会史」『中部学院大学・中
部学院大学短期大学部研究紀要第５号』参照
２４　映画用語。物語上の繋がりがあって一つのエピソードを作る一区分のことである。ショットが最小単位で、
そのショットの集合がシーンを構成し、さらにそのシーンの集合がシークェンスとなり、シークェンスが繋
がりを持った束となって一つの映画が構成される。なお比較する三作品のうち、確かに『雷峰塔伝奇』は映
画ではなく演劇作品であるが、その物語全体を構成するまとまりを持った単位のことを、本論文では便宜上
「シークエンス」と呼ぶことにする。
２５　佐藤忠男　１99５年『日本映画史２』岩波書店　p.２２9
２６　阿部泰記　１99５年「『白蛇伝』の発展 : 怪談から報恩譚へ」『アジアの歴史と文化』p.１８
２７　たとえば小説『雷峰塔奇伝』（１８０６年）、弾詞『義妖伝』（１８０9年）など。
２８　牧野守　１9６２年「東映動画誕生に至る経緯とその歴史的背景」『東映十年史──１9５１~１9６１』東映　p.５８
２9　浅野俊和は「〈長編漫画映画〉の誕生と終焉 : 『東映まんがまつり』の社会史」（『中部学院大学・中部学院
大学短期大学部研究紀要第５号』２００４年　p.５８）では、東映の「第６作まで企画内容については、輸出目的
から東洋の作品を原作にするという独自性が見られたものの、自社、あるいは他社製作の劇映画の「後追い
企画」的な側面を引きずっていったことは否めず、『安寿と厨子王丸』公開後に起こった労使間の紛争の中では、
〈長編漫画映画〉としての独自性も問われていた」と指摘している。
３０　豊田四郎　１9５６年「白夫人の妖恋──女の執念を追求」『キネマ旬報１４３号』キネマ旬報社　p.７５
３１　佐藤忠男　１99５年『日本映画史２』岩波書店　p.２７１
３２　たとえば『夫婦善哉』（豊田四郎監督　１9５５年）のなかの男性主人公・維康柳吉、『ぼく東綺譚』（豊田四
郎監督　１9６０年）のなかの中学校教師・種田順平など、どれでも優柔不断で甲斐性のない男で、しっかりし
ている女性主人公と鮮明な対比担っている。
３３　たとえば主人公の正は京都へ遊びに行った弟を追って出かけた。美加子も正が忘れていったライターを届
けに行くという理由で京都に向った。そこで二人は誤解を解き、恋が始まった。
３４　黄愛玲　１99２年「白夫人之妖恋」『第１６回香港国際電影節：節目表及訂票手冊』香港市政局　p.４３
３５　古蒼梧　１99２年「乱世奇花話香蘭」『第１６回香港国際電影節：李香蘭（山口淑子専題）』香港市政局　p.１２
３６　たとえば「やぶれた約束」の妻、「因果話」の大名の奥方など。
３７　佐藤忠男　１99５年『日本映画史２』岩波書店　p.２７２~２７３
３８　たとえば漢民族が祖神として伝統的に信仰してきた伏義と女媧は人頭蛇身として表現されているし、漢の
高祖にも蛇から生まれたという伝説がまつわりついている。
３9　諏訪春雄　１99２年３月「中国江南の蛇信仰と日本（アジアの祭りと芸能）」『調査研究報告３７号』学習院大
学　p.２８
４０　奥野信太郎、豊田四郎、武井武雄　１9５６年７月「「白夫人の妖恋」を見る（座談会）」『キネマ旬報 （１４9）』
p.１０３
４１　たとえば１9６２年ショウ・ブラザーズが独力で製作した映画『白蛇伝』（岳楓監督）、１99３年の『青蛇転生』
（徐克監督）など。
